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                市民活動状況 

 

  市内ＮＰＯ法人数      ３４ 団体 

  当センター登録団体数   １４９ 団体 

  当センター登録会員数   ６，９０３人 

  ９月月来館者数           １，５１６人 

  ９月印刷機利用枚数  １４，５１６枚 

龍ケ崎市市民活動センターは社会貢献活動を行う団体を支援するための施設です。 

会議スペース・作業スペース・印刷機・紙折り機・パソコン・多目的室等（１階）や 

大会議室・小会議室・パソコン室・和室・工作室（２階）・陶芸室（１階外倉庫隣り）がご利用いただけます。  

開館時間 = 午前９時～午後７時(日曜祝日は午後５時まで)２階各室は夜間も(午後１０時まで)利用可能です。 

休館日  =  月曜日および年末年始、特別に定める日 
            〒301-0004 龍ケ崎市馴馬町2445  TEL 0297-63-0030 / FAX 0297-63-0571 
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 ～輝いて生きるために～  

日本に死生学を広めた上智大学名誉教授でカトリック司祭のアルフォンス・デーケン氏が、 

過日、死去、88歳だったとの報道を目にした。 

ユーモアで包んだ「キリスト教入門講座」は人気を呼び、40年以上続いたという。 

著書は「死とどう向き合うか」「よく生き よく笑い よき死と出会う」など。 

龍ケ崎市市民活動登録団体「公園の里親のぼさんクラブ」の中村明冬代表が デー

ケン先生の洗礼を受け活動のお手伝いをしていたご縁と、当時の市、市民協働課職

員の熱意がかみ合い、平成２６年に龍ケ崎市文化会館での講演会が実現した。 

後にも先にもこのような快挙はありえないとも思う。演題は「輝いて生きるために」。

会場の笑いの回数は６０回以上であったと記憶している。 

あるがまま を受け入れホスピスの中で来世に迎えられるという概念に多くのシニア

は湧いた。 

    （アーメンの後はラーメン・・・いよいよ、来世のお迎えが参りますよ・・・） 

俗世界は新型コロナの攻撃を受け、まさに先の見えない昨今・・私の生涯もデー 

ケン先生のように「ありのまま」「ユーモア」の中で生きてゆきたいとも願う。 

茨城県主催「NPO法人設立説明会／交流サルーンいばらき」に出席した。参加者は11名。 

コロナの影響で今年度の開催は今回が最初。前半は制度の概要を説明し、後半に設立及び申請書類についての 

説明があった。 

印象に残ったことは NPO法人の現状として、茨城県は848法人が活動しているが、人口10万人当たりで比較すると、

29.5法人で全国第45位（下から2番目）と少ない。龍ケ崎市は34法人あり、10万人当たり44.1法人で県平均を上回って

いるので、ホッとした。しかしながら、NPO法人全体としては昨年から総数は減少傾向である。これは設立から20年を

過ぎ、高齢化するに伴い、解散するところが増えているためである。つまりNPO法人内の世代交代がうまく行っていな

いということが要因とのこと。 

解散時に残ったＮＰＯ法人の財産は、会員で分配することはできない。 

他のNPO法人や県、市に寄付することになることから、NPO法人は 

土地や家屋などの財産は持たないで借りることを考えるのが得策と 

思われる。NPO法人の大きなメリットとしては委託事業を受託できる 

など団体としての契約が可能となることが上げられる。社会的な信用 

という点からも評価が高くなるため、助成金の申請時には多少有利 

になるのではないかと思われる。 

来年１月１４日（木）１４時～１５時３０分 龍ケ崎市市民活動センター 

にて「NPO法人設立セミナー」を開催しますので、ご興味のある方 

は是非、参加してください。 
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センター長が組織基盤整備関連の助成金申請者を推薦しました  

講師は５年前、海の近くで絵を描きたいとの家族の希望を実現するために引っ越したと

のこと。豪邸古民家を手に入れ、広々とした、潮の香の中での新しい生活は他人の羨む

ような出来事。しかし思いもよらぬ伴侶との死別、独居老人へ・・。交通の不便と台風被

害も経験した。自由を求めるでなく、不自由にも馴れる人生を楽しんでいる。 

助成金申請をした「ＮＰＯ法人 農・出会いの里」は、福祉

サービス事業所として、農業に魅力を感じたもの同士が

皆で力を合わせて、化学肥料を一切使わない有機農業

に取り組んでいます。 

龍ケ崎市市民活動センターの登録会員としても活動して

いるとともに、センターの「お隣さん」として活躍されてい

ます。  

空き家の再生 

お待たせしました！ 龍ケ崎発明工作教室／近藤典明代表の再開 

今年度の「売り」は更なる講師陣の充実。 

工学博士２名を含む特許管理士、医療技術者（化

学）、専門家（海外生活豊富）、無線工学エキスパー

ト等々。 

昔の杵柄を生かした、孫達へ科学技術をつなぐ活

動。カリキュラムのキーワードはコンピューター、プ

ログラミング、環境科学、ロボット、電波・・・ 15人限

定で工作教室を通して子ども達への情操教育を進

めています。オヤジたちがいつの日にか「龍ケ崎エ

ジソンの誕生」を夢に見て・・。 

龍ケ崎市中心商店街にあるイベント館で市民活動センター登録団体「比較住宅

都市研究会」主催の、越谷市の空き家活用(ソーシャルビジネスの視点から）に

ついて若色欣爾氏（株）ガイア住環境技術研究所代表取締役、（越谷市住まい・

まちづくり協議会会長）のシンポジウムが開催された。 

助成を受け、空き家調査から開始、以後、空き家相談会の開催、空き家バンク

の運営を行ってきたという。具体的な事例を報告し、今後の課題を議論した。 

自ら問題を解決する経営的市民を増やし、市、大学、企業などと連携している。 

周辺から学者や著名人がこのシンポジウムに参加する中、このような動きの 

活性化に向けて市民活動センターもシンポジウムの改善に努力すべき点が 

あるように感じた。 

まちなかシンポジウム「南房総での田舎暮らし／元市議会議員近藤博氏」に参加して 

「ワカモノ、ヨソモノ」を自称する氏は引っ越し間もなく議員に 

立候補したが無念の結果。このご縁で周囲の信望を得、乞われ

て「氏子総代」の道へ・・・。 

都庁勤務、市議会議員の経験を活かし、この地で何か小さな足跡を残したいと新たな 

人生に挑戦している。 

今回の事業目標は、オカワカメやパプリカなどのハウス野菜の増産であり、そのための

パイプハウスの増設です。成功を祈ります。 


